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１ 管内の概要 

 
 本組合は福岡県の中西部で糟屋郡の中南部に位置する。 
 区域は、南北に約 20km、東西に約 15km で、北東から東にかけては犬鳴峠と八木山峠と

の稜線を結び、南東は若杉山に連なる三郡の山々が延びており、南側には四王寺山脈がそび

えている。これらを境に、北東から南東及び南側は宮若市、飯塚市、筑紫野市、太宰府市、大

野城市と接し北側は古賀市、新宮町と西側は一部の丘陵地を除きほぼ平坦な地形のまま福岡

市博多区、東区とそれぞれ隣接している。 

 
 管内の中央を国道 201 号線が東西に横断し、西寄りには九州自動車道が南北に亘って約

12km 縦断している。又、管内の北側には山陽新幹線が北東から南西にかけて横切っている。

当組合は、福岡都心から半径僅か 10km の範囲内にあって、しかも福岡空港から約 5km、さ

らに福岡県庁から約 8km という距離のため、福岡都市圏として今後益々の発展が予想され

る。 

 
 中南部地域は 70 数年に亘り操業してきた国鉄志免鉱業所（旧海軍炭坑）や小炭坑の開坑に

より、鉱業や商工業の町として隆盛を極めたが、昭和 39 年志免鉱業所の閉山によってその隆

盛にも終止符が打たれた。 
 その後産炭地振興による工業団地の開発、中小企業、大型店舗の進出及び福岡市の東部に

隣接する好立地条件から、都市圏のベットタウンとして大型団地造成がなされ人口が急増し

て今や福岡都市圏として重要な地域をしめている。 

 
 また、南部には史跡と自然に包まれた「四王寺県民の森」や国の天然記念物大楠が社前に

そびえ立つ安産の神様、宇美八幡宮があり、須恵町の高鳥居城跡、木造十一面観音立像、須

恵焼窯跡などと共に歴史に名高い。 
 さらに管内のほぼ中心にそびえる若杉山、岳城山の山麓から北方にかけては、城戸の真言

宗南蔵院を中心に篠栗新四国八十八カ所があって「お遍路」の名として親しく、犬鳴連山の

ふもとに位置した北端の久山町は、伊野皇大神宮や猪野公園を背に、連山の谷間をぬった清

流と豊富な森林資源を生かした健康町づくりが、ユニークな町行政として注目をあつめてい

る。 

  
このように管内は美しい緑と自然に囲まれた福岡都市圏の住宅や産業・経済の町として「住

みよい町づくり」を目指して大きくはばたいている。 

 

２ 管内面積 

町別 志免町 宇美町 須恵町 粕屋町 篠栗町 久山町 計 

面積 8.69 ㎢ 30.21 ㎢ 16.31 ㎢ 14.13 ㎢ 38.93 ㎢ 37.44 ㎢ 
145.71

㎢ 

 



 



４ 構成町の横顔 

南部消防署管内 

   

志免町総合福祉施設「シーメイ

ト」は、・総合的情報の発信基地・

自立の共存を図る・誰もがフリー

アクセスできる。をコンセプトに

福祉事業の拠点となっています。 

 宇美八幡宮は、神功皇后が新羅

遠征から帰還して、この地で応神

天皇をお産みになったことから

安産の神様として全国的に知ら

れ、町名も「産み」に由来します。 

 上須恵須賀神社「祇園山笠」は、

明治時代中ごろから始まり、毎年

７月下旬の「かき山」の１週間前

から飾り山が飾られ、当日は勇壮

に町内を駆け抜けます。 

岩崎神社で毎年９月に行われ

る伝統行事「石投げ相撲」の起源

は江戸時代末期とされ、見物客が

石を投げ合うほどに熱中したこ

とが名前の由来という。現在は、

子供相撲や赤ちゃんの土俵入り

が行われ青少年の健全育成に大

きな役割を果たしています。 

 宇美八幡宮に毎年４月１５日

と１０月１５日に奉納される神

楽で清楚で神への敬謙さが、よく

表現され、現在も神楽座が構成さ

れて、熱心に受け継がれていま

す。 

（県指定無形民俗文化財） 

 「左谷山建正寺」に安置されて

いる「木造十一面観音立像」（県指

定有形文化財）は、十一の面に

人々の苦しみを救う力を秘めて

いるといわれ、発見当時は傷みが

激しく、修復後は厳重に安置され

ていますが、年に一度だけ、４月

に一般公開され拝観できます。 

町の花：サクラ 町の花：ツクシシャクナゲ 町の花：つつじ 

 

 



中部消防署管内 

   

 筑前三大大池のひとつ駕与丁

（かよいちょう）池が「駕与丁公

園」として整備され、住民の憩い

の場となっており、公園内の粕屋

町総合体育館「かすやドーム」は、

円形状の屋根が青い空と池の湖

面によくマッチしています。 

 若杉山の大和の森には計５本

の巨大杉が天高く伸び、森の巨人

たち百選に選ばれている「トウダ

の二股杉」や５本の中でも最も大

きな「大和の大杉」は幹周 16.15m、

樹高 40m あり、大自然の偉大さ、

雄大さが体中を包みます。 

 伊野皇大神宮沿いを緩やかに

流れる猪野川と久原川の上流は、

螢の生息地として有名で、猪野川

の源氏螢、久原川の平家螢の乱舞

するひかりは、幻想的な世界を作

り出します。 

２１世紀の粕屋町の祭りとし

て「よさこい祭り」が推奨され、

毎年かすやドームをメイン会場

として、老若男女を問わず、町民

多数が参加し楽しいお祭りが開

催されています。 

「篠栗祇園祭」は、毎年 7月第

2 土曜日に山笠が勢い水をかぶり

ながら須賀神社から JR 篠栗駅を

往復し、賑わいを見せます。平成

19 年から「篠栗夏祭り」に名称を

変更し、花火大会が復活しまし

た。 

 久山欅太鼓は、ジュニアからシ

ニアまでの 4チームで編成し、地

元の祭りや各地区のイベント、福

祉施設の慰問などで活躍され、青

少年の健全育成に大きな役割を

担っています。 

町の花：バラ 五塔の滝：鳴渕川渓流の滝 町の花：えびね 

※掲載写真は、本部エントランスに掲げるタペストリーの写真です。下段の説明は写真の上、中、下段を説明しています。 



区分

年 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数

H26 45,554 18,649 37,820 14,973 27,205 10,639 44,926 18,386 31,537 12,597 8,346 2,946 195,388 78,190

H27 45,684 18,844 37,657 15,091 27,539 10,842 45,241 18,687 31,545 12,759 8,353 3,007 196,019 79,230

H28 45,641 19,008 37,411 15,174 27,692 11,013 45,785 18,999 31,659 12,881 8,460 3,114 196,648 80,189

H29 45,644 19,213 37,273 15,316 27,812 11,182 46,668 19,521 31,551 12,992 8,622 3,220 197,570 81,444

H30 45,835 19,502 37,359 15,524 28,294 11,528 47,218 19,886 31,506 13,132 8,821 3,387 199,033 82,959

R1 46,080 19,736 37,299 15,684 28,628 11,820 47,530 20,235 31,373 13,240 8,963 3,507 199,873 84,222

R2 46,407 20,096 37,295 15,982 28,666 12,010 47,938 20,677 31,496 13,484 9,065 3,595 200,867 85,844

R3 46,509 20,344 37,345 16,223 28,929 12,271 48,246 21,017 31,380 13,575 9,210 3,699 201,619 87,129

R4 46,638 20,612 37,184 16,315 29,104 12,445 48,592 21,385 31,162 13,648 9,244 3,656 201,924 88,061

R5 46,543 20,810 37,082 16,520 29,340 12,745 48,828 21,738 30,966 13,760 9,312 3,755 202,071 89,328

R6 46,388 21,035 36,907 16,691 29,241 12,853 48,731 21,931 31,191 14,041 9,347 3,845 201,805 90,396

令和６年４月１日現在

篠栗町 久山町 合　　計

５　管内人口・管内世帯数の推移

志免町 宇美町 須恵町 粕屋町
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６　消防組合の組織
（１）執行機関

（令和６年９月現在）

氏　　　名 所　属　町　役　職

西　  村 　　勝 久　山　町　長

安　川　茂　伸 宇　美　町　長

氏　　　名 所　属　町　役　職

世　利　良　末 志　免　町　長

安  川　茂  伸 宇　美　町　長

平　松　秀　一 須　恵　町　長

箱    田　   彰 粕　屋　町　長

三　  浦　   正 篠　栗　町　長

西  　村　   勝 久　山　町　長

（２）議会
（令和６年９月現在）

議席番号 氏　　　名  所　属　町　

3 松　山　力　弥 須　恵　町

7 小  池  弘  基 粕　屋　町

1 末  若  憲  治 粕　屋　町

2 丸　山　卓　嗣 志　免　町

4 牟田口  武 史 志　免　町

5 只　松　秀　喜 久　山　町

6 黒　 川  　悟 宇　美　町

8 稲　永　辰　己 須　恵　町

9 横　山　和　輝 篠　栗　町

10 古  賀  ひろ子 宇　美　町

11 荒　牧　泰　範 篠　栗　町

12 阿　部　恒　久 久　山　町

（３）監査委員

（４）会計管理者

委　　員

職　　　名

組　合　長

副組合長

運
営
協
議
会

職　　名

〃

〃

〃

議　　員

副議長

議　　長

〃

〃

職　　名

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　　名 備　　　考

識見を有する者

組合議会選出

山　田　重　德

只　松　秀　喜

氏　　　名 備　　　考

阿部　義之 消防本部次長



歴代組合長
歴　　代 氏　　　名 就任年月 退任年月 在職期間 備　　考

初　　代 世　利　健　助 Ｓ４８.　４ Ｓ５０.　４ ２年１ヶ月 志免町

２　　代 原　田　　昇 Ｓ５０.　５ Ｓ５４.　４ ４年 須恵町

３　　代 安　川　辰　雄 Ｓ５４.　５ Ｓ５７.　３ ２年１０ヶ月 宇美町

４　　代 南　里　久　雄 Ｓ５７.　３ Ｈ　３.　５ ９年２ヶ月 志免町

５　　代 江　﨑　　淳 Ｈ　３.　６ Ｈ　６.　３ ２年９ヶ月 宇美町

６　　代 長　　憲　一 Ｈ　６.　３ Ｈ７.１１ １年８ヶ月 粕屋町

７　　代 吉　松　昭　幸 Ｈ　７.１１ Ｈ１１.　３ ３年４ヶ月 須恵町

８　　代 佐　伯　勝　重 Ｈ１１.　４ Ｈ１２.　６ １年２ヶ月 久山町

９　　代 神　武　　照 Ｈ１２.　６ Ｈ１４.　３ １年９ヶ月 宇美町

１０　　代 小　池　弘　輔 Ｈ１４.　３ Ｈ１７.　３ ３年１ヶ月 粕屋町

１１　　代 南　里　辰　己 Ｈ１７.　３ Ｈ１９.　３ ２年１ヶ月 志免町

１２　　代 三　浦　　正 Ｈ１９.　４ Ｈ２１.　３ ２年 篠栗町

１３　　代 安　川　　博 Ｈ２１.　４ Ｈ２３.  ３ ２年 宇美町

１４　　代 篠　﨑　久　義 Ｈ２３.　４ Ｈ２３.１０ ７ヶ月 粕屋町

１５　　代 中　嶋　裕　史 Ｈ２３.１１ Ｈ２６．３ ２年５ヶ月 須恵町

１６　　代 久　芳　菊　司 Ｈ２６．４ Ｈ２８．３ ２年 久山町

１７　　代 木　原　　忠 Ｈ２８．４ Ｈ３０．３ ２年 宇美町

１８　　代 世　利　良　末 Ｈ３０．４ R２．３ ２年 志免町

１９　　代 平　松　秀　一 R２．４ R４．３ ２年 須恵町

２０　　代 箱　田　　彰 R４．４ R６．３ ２年 粕屋町

２１　　代 西　村　　勝 R６．４ 久山町

歴代議長
歴　　代 氏　　　名 就任年月 退任年月 在職期間 備　　考

初　　代 吉　村　　光 Ｓ４８.　４ Ｓ４９.　３ １年 宇美町

２　　代 安 河 内　伝 Ｓ４９.　４ Ｓ５０.　３ １年 須恵町

３　　代 山　口　偉　寿 Ｓ５０.　４ Ｓ５４.　５ ４年１ヶ月 宇美町

４　　代 大 林 今 朝 澄 Ｓ５４.　５ Ｓ５７.　４ ２年１１ヶ月 志免町

５　　代 御 手 洗　明 Ｓ５７.　４ Ｓ６２.　４ ５年 須恵町

６　　代 諸　永　宗　義 Ｓ６２.　５ Ｈ　６.　２ ６年９ヶ月 宇美町

７　　代 西　本　　僥 Ｈ　６.　４ Ｈ１１.　４ ５年 志免町

８　　代 堤　　晋　一 Ｈ１１.　５ Ｈ１４.　３ ２年１０ヶ月 宇美町

９　　代 臼　井　徳　義 Ｈ１４.　４ Ｈ１５.　５ １年１ヶ月 篠栗町

１０　　代 後　藤　一　磨 Ｈ１５.　６ Ｈ１７.　６ ２年 宇美町

１１　　代 大　林　弘　明 Ｈ１７.　６ Ｈ１９.  ４ １年１０ヶ月 志免町

１２　　代 佐　伯　源　吾 Ｈ１９.　５ Ｈ２１.  ９ ２年４ヶ月 久山町

１３　　代 木　下　康　一 Ｈ２１.１０ Ｈ２３. ５ １年６ヶ月 久山町

１４　　代 三　角　良　人 Ｈ２３.　５ H２５.　５ ２年 須恵町

１５　　代 進　藤　啓　一 Ｈ２５.　５ H２７.　５ ２年 粕屋町

１６　　代 白　水　英　至 Ｈ２７.　５ H２９.　５ ２年 宇美町

１７　　代 阿　部　寛　治 H２９.　５ Ｒ１.　６ ２年 篠栗町

１８　　代 丸 山 真 智 子 Ｒ１．６ Ｒ３.　５ ２年 志免町

１９　　代 阿  部  文  俊 Ｒ３.　５ Ｒ３.　10 ５月 久山町

２０　　代 只　松　秀　喜 Ｒ３．10 Ｒ５.　５ １年８ヶ月 久山町

２１　　代 松　山　力　弥 Ｒ５．５ 須恵町

歴代消防長
歴　　代 氏　　　名 就任年月 退任年月 在職期間 備　　考

初　　代 世　利　健　助 Ｓ４８.　４ Ｓ５０.　３ ２年 志免町

２　　代 光　安　金　美 Ｓ５０.　４ Ｓ６３.　３ １３年 志免町

３　　代 高　尾　克　磨 Ｓ６３.　４ Ｈ　３.　３ ３年 須恵町

４　　代 世　利　敏　實 Ｈ　３.　４ Ｈ　８.　３ ５年 志免町

５　　代 武　藤　義　則 Ｈ　８.　４ Ｈ１２.　３ ４年 志免町

６　　代 川　口　建　典 Ｈ１２.　４ Ｈ１９．３ ７年 志免町

７　　代 豊　福　康　廣 Ｈ１９.　４ H２５．３ ６年 志免町

８　　代 橋　本　広　幸 Ｈ２５.　４ H２７．３ ２年 宇美町

９　　代 橋　本　俊　嗣 Ｈ２７.　４ H２９．３ ２年 志免町

１０　代 百　田　修　一 Ｈ２９.　４ R　３．３ ４年 須恵町

１１　代 安　河　内　恒 R　３.　４ R　６．３ ３年 久山町

１２　代 城　戸　龍　男 R　６.　４ 粕屋町

令和６年９月現在

現組合長

現議長

現消防長



７ 消防庁舎の現況 

 

粕屋南部消防組合消防本部・南部消防署 

〒８１１－２２０４ 

福岡県糟屋郡志免町大字田富１７０番地 

TEL（代表）０９２－９３５－５１１１ 

  

 

 

 

  管轄区域 志免町 

宇美町 

須恵町 

敷地面積 ７,１０６.４５㎡ 

庁舎 鉄筋コンクリート造 地上４階建て 

建築面積 １，７１３㎡ 

延べ面積 ４，５６２㎡ 

訓練塔 主 塔  RC 造 7 階 延４７６㎡ 

副 塔  RC 造 2 階 延１５８㎡ 

補助塔  RC 造 3 階 延１８２㎡ 

その他 防災センター併設 ３２９㎡ 

駐輪場  ５２㎡ 

平成１８年３月竣工 



消防庁舎の現況 

 

中部消防署 

〒８１１－２３０１ 

福岡県糟屋郡粕屋町大字上大隈５５番地の１ 

TEL０９２－９３８－３２１６ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管轄区域 粕屋町 

篠栗町 

久山町 

敷地面積 ６,１６０.71 ㎡（自治会館分除く） 

庁舎 鉄筋コンクリート造 地上４階建て 

建築面積 １，０１５㎡ 

延べ面積 ３，２５９㎡ 

訓練塔 主 塔  RC 造 5 階 延２０１㎡ 

その他 糟屋郡自治会館併設 

平成３年１０月竣工 



 

消防庁舎の現況 

 

中部消防署 西出張所 

〒８１１－２３０４ 

福岡県糟屋郡粕屋町大字仲原 1854 番 1 

TEL０９２－６２９－６２７１ 

 
 

 

管轄区域 粕屋町 

篠栗町 

久山町 

敷地面積 １,６８２.６５㎡ 

庁舎 鉄筋コンクリート造 地上２階建て 

建築面積 ３２４．００㎡ 

延べ面積 ４６４．６４㎡ 

その他 平成２８年１月竣工 

 



中部消防署長

警防隊
警防第１小隊
警防第２小隊

救助隊 救助小隊

救急隊

副署長

救急隊
救急第１小隊

救急第２小隊
救急第１小隊

粕屋南部消防組合組織図

消防長

次 長

消防本部

企画財政係
重要事業計画の策定・進行管理/財産管理/給与
予算編成・決算/各種契約/庁舎施設維持管理

庶務人事係
組織整備/人事異動/人事制度/委託研修
採用/表彰/勤務制度/福利厚生/健康管理

防災センター 広報/広聴

総務課長

参事/課長補佐
参事補佐

組合長 副組合長

情報管理係 　通信指令設備の保守・点検・整備・維持管理
災害時における情報収集/災害の運用記録/消防の相互応援

危険物係

警防係
震災対策/国民保護対策/消防水利整備/

消防車両・機器等の設計・整備

救助係

指導係

救急係

火災予防施策の立案/危険物施設の安全対策
危険物施設立入検査・指導/防災協会

火災予防施策の立案/建築物検査・査察
事業所の防火管理指導/建物防火安全対策

救急施策の立案/救急医療機関との連携管理
救急資器材管理/救急隊への指導・隊員研修

警防課長

参事/課長補佐
参事補佐

警防隊 警防第１小隊

消防部隊運用計画/救助活動体制の立案・管理
技能管理・研修/特殊災害の消防救助活動対策

警備第３課

救急課長

予防課長

参事/課長補佐
参事補佐

副署長

警備第１課長

警備第２課長

警備第３課長

警備第１課

警備第２課

消防署

南部消防署長

指揮隊 指揮調査隊

救急第２小隊

救助隊
特別救助小隊
はしご小隊

指揮隊 指揮調査隊

警防隊
警防第１小隊
警防第２小隊

警備第２課

警備第１課長

警備第２課長

警備第３課長

警備第１課

警備第３課

警備第１課

警備第２課

警備第３課
救急隊 救急第１小隊

西出張所長



９ 消防本部の事務分掌 

総務課 

庶務人事係 

 消防本部、課の庶務に関すること 

 組合議会に関すること 

 消防本部の組織、制度及び職務権限に関すること 

 人事に関すること 

 消防長の秘書に関すること 

 儀式及び行事に関すること 

 職員の任免、服務、分限、懲戒その他身分に関す

ること 

 職員の勤務時間及び勤務条件に関すること 

 職員の勤務成績の評定及び人事記録に関すること 

 職員の教養訓練、研修及び監察に関すること 

 職員の公務災害補償、賞じゅつ及び消防表彰に関

すること 

 職員共済組合、退職年金及び退職手当に関するこ

と 

 職員の福利厚生及び安全衛生管理に関すること 

 条例、規則、規程及び告示並びに公告式に関する

こと 

 例規集の編集に関すること 

 文書の収受、発送及び整理に関すること 

 文書規程その他重要な文書の審査等に関すること 

 公印に関すること 

 公平委員会に関すること 

 消防年報の作成に関すること 

 庁舎の管理に関すること 

 他の課、係の所掌に属さない事項 

 

企画財政係 

 消防事務事業等の総合企画及び調整に関すること 

 消防力整備及び重要施策の総合調整に関すること 

 財政計画及び財務諸調査に関すること 

 予算の編成及び執行管理に関すること 

 予算の収支及び決算に関すること 

 職員の給与、旅費及び諸手当の認定並びに支給に

関すること 

 支出負担行為の確認に関すること 

 現金の出納及び保管に関すること 

 組合債及び国、県補助金に関すること 

 財産の取得、管理及び保管に関すること 

 物品の出納、保管及び処分に関すること 

 基金の管理に関すること 

 職員の被服の貸与に関すること 

 契約に関すること 

 寄付採納に関すること 

 監査に関すること 

 財務及び給与システムに関すること 

 その他財政に関すること 

 

 

予防課 

 危険物係  

 危険物の規制に関すること 

 危険物規制違反の処理に関すること 

 防災協会の育成指導に関すること 

 課の庶務に関すること 

 

 指導係 

 予防査察に関すること 

 防火管理及び防災管理に関すること 

 幼年・少年消防クラブ等の育成指導に関すること 

 建築同意に関すること 

 消防用設備等に関すること 

 火災予防広報に関すること 

 違反防火対象物及び公表の処理に関すること 

 火災予防運動に関すること 

 防火基準適合の表示に関すること 

 

  



警防課 

 警防係 

 消防力の整備に関すること 

 総合的警防計画の策定に関すること 

 火災その他災害の原因及び損害調査に関すること 

 開発行為に対する協議に関すること 

 消防地理、水利の企画、整備に関すること 

 水防計画に関すること 

 消防団に関すること 

 その他警防に関すること 

 救助係 

 消防機械器具の整備及び管理に関すること 

 特殊災害に関すること 

 各種訓練及び演習の企画に関すること 

 火災、その他災害の警戒、防ぎょ等警防諸活動の推進上の企画に関すること 

 その他救助に関すること 

 情報管理係 

 課の庶務に関すること 

 法に基づく通信指令設備の設置、変更、移設等の手続きに関すること 

 通信指令設備の保全計画の策定及び障害の未然防止並びに改善、研究に関すること 

 通信指令設備の保守、点検、整備、維持管理に関すること 

 通信指令設備に係る関係書類の管理に関すること 

 災害の運用記録に関すること 

 災害時における情報収集及び関係機関への連絡･記録に関すること 

 通信指令設備の監視並びに障害の対応に関すること 

 火災、災害等即報に関すること 

 気象、水象に係る情報の収集･連絡･記録に関すること 

 消防通信に係る関係書類の管理に関すること 

 消防隊の配置運用に関すること 

 消防相互応援（緊急消防援助隊を含む）に関すること 

 火災・救助の統計及び消防情報に関すること 

 火災の警報に関すること 

 その他課内の他の係の所掌に属さない事項 

 

救急課 

 救急係 

 課の庶務に関すること 

 救急医療情報に関すること 

 救急装備及び資器材の整備及び管理に関すること 

 救急の統計に関すること 

 その他救急に関すること 

 



10 消防署の事務分掌 

予防 

 職員の人事及び教養に関すること 

 公印の取扱いに関すること 

 文書の収受、発送及び整理保存に関すること 

 職員の公務災害に関すること 

 庁舎の管理に関すること 

 署の庶務に関すること 

 予防査察に関すること 

 防火管理に関すること 

 圧縮アセチレンガス等及び毒物、劇物の届出に 

関すること 

 危険物の仮貯蔵、仮取扱に関すること 

 粕屋南部消防組合火災予防条例の規制に関すること 

 意見書の交付に関すること 

 行政命令に関すること 

 消防用設備等に関すること 

 違反防火対象物の処理に関すること 

 防火基準適合の表示に関すること 

 その他火災予防に関すること 

  

警備 

 消防隊の編成及び小隊業務に関すること 

 火災、その他災害の警戒及び防ぎょに関すること 

 消防警備に関すること 

 消防地理水利に関すること 

 通信機器の管理及び取扱に関すること 

 警防計画の樹立及び実施に関すること 

 火災の原因及び損害の調査に関すること 

 諸災害の被害調査に関すること 

 消防団に関すること 

 火災、その他の災害の検討に関すること 

 各種届出に関すること 

 り災証明に関すること 

 その他警備に関すること 

  

救急 

 救急装備及び資器材の管理及び取扱いに関すること 

 救急業務に関すること 

 その他救急に関すること 

  

救助 

 消防演習その他消防隊の訓練に関すること 

 消防用機械器具の管理及び取扱いに関すること 

 救助業務に関すること 

 その他救助に関すること 

 

 



11 防災センターの紹介 

    



73185名

3700名

幼児 1315名

小学生 1397名

中学生 47名

高校生 12名

大人 929名
3700名

令和4年4月 119名

5月 203名

6月 181名

7月 356名

8月 252名

9月 288名

10月 228名

11月 847名

12月 649名

令和5年1月 120名

2月 243名

3月 212名
3698名

月 13名

火 659名

水 900名

木 767名

金 811名

土 326名

日 224名
3700名

9時 1007名

10時 1760名

11時 91名

12時 3名

13時 208名

14時 290名

15時 75名

16時 215名

17時 0名
3649名

志免町 1268名

宇美町 1050名

須恵町 604名
3 粕屋町 371名

篠栗町 99名

久山町 5名

管外 128名

不明 175名

3700名

町
別

町別来館者数

曜
日

時
間

時間別来館者数

総利用者数(開館～）

内
訳

令和4年度来館者数

曜日別来館者数

月別来館者数

月
別

令和５年度防災センター施設利用集計表

12 防災センターの利用状況

幼児

36%

小学生

38%

中学生

1%

高校生

0%

大人

25%

来館者内訳

0名

100名

200名

300名

400名

500名

600名

700名

800名

900名

月別入館者数

0名

100名

200名

300名

400名

500名

600名

700名

800名

900名

月 火 水 木 金 土 日

曜日別 13名 659名 900名 767名 811名 326名 224名

曜日別入館者数

0名

200名

400名

600名

800名

1000名

1200名

1400名

志免町 宇美町 須恵町 粕屋町 篠栗町 久山町 管外 不明

町別来館者数



12

1 ・県知事へ粕屋南部消防組合設置申請～許可 36 5 5

4 ・消防本部・消防署設置政令指定

・粕屋南部消防組合消防本部設置

5 ・福岡県消防学校第64回初任教育入校（8名） 10 15

6 ・司令車（日産ブルーバード）購入

7 ・救急車（トヨタハイエース）購入

8 ・福岡県消防学校第65回初任教育入校（12名） 12 1 26

9 ・ポンプ車及びタンク車購入

・消防庁舎用地取得（3,563㎡）

（志免町大字田富170番地）

10 ・粕屋南部消防署開設・実働開始 2 28

・庁舎新築工事着工

4 ・福岡県消防学校第67回初任教育入校（5名） 7 1 34

5 ・消防本部・消防署庁舎竣工(692.98㎡)

9 ・訓練場拡張のため用地取得(1940.77㎡)

13　消防組合消防本部の沿革

年 月 消防組合の動き

・志免町、宇美町、須恵町で構成する消防組合設置

について各町議会議決

○設立の経過

　昭和４７年志免町・宇美町・須恵町の３ヶ町は、社会、経済、住宅事情等の変化に伴い、常備消防設置の必要性か

ら、その準備に着手し、消防費の効率的運用と、広域行政の一環として、３ヶ町で共同処理するための消防組合を組織

すべく関係者並びに議会関係者が数度の会合を重ね、それぞれの議会で消防組合設立を議決、３ヶ町協議の上、福岡県

知事の組合設置許可申請、昭和４８年１月２７日付、４７地行第８５７号を以って許可、さらに昭和４８年４月５日

付、自治省告示第７４号により、当時の消防組織法第１０条に規定する政令指定を受け消防本部、署の設置をみる。そ

の後、昭和６１年４月２日付、政令第６８号で常備消防を設置すべき自治体として指定を受けた粕屋町・篠栗町・久山

町の３町が当組合に加入し、構成自治体は６町となり、従来よりも広域の行政責任を負うこととなった。

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

（組合仮事務所：志免町大字志免1178番地志免町役

場内に置く）

（本部仮事務所：志免町大字志免1500番地旧志免中

学校内に置く）

昭和49年

昭和47年

(1972年)

昭和48年

(1973年)

・査察広報車(三菱ジープ)寄贈(㈱ゲラン化学)を

受ける

(1974年)



3 ・油庫完成(9㎡) 1 32

10 ・福岡県消防学校第70回初任教育入校(3名) 3 1 35

6 ・訓練塔2基寄贈(㈱辻組)を受ける

10 ・指令装置B型設置

12 49 1 34

1 ・消防公用車(日産グロリア)購入 1 33

4 ・福岡県消防学校第73回初任教育入校(7名) 7 40

10 ・福岡県消防学校第74回初任教育入校(6名) 6 46

12 ・無線サイレン制御装置設置(ゼネラル) 1 45

8 ・救助工作車(日野KL505)購入 1 46

・消防本部庁舎増築(仮眠室37.75㎡)

11 55

4 ・福岡県消防学校第77回初任教育入校(5名) 5 51

10 ・福岡県消防学校第78回初任教育入校(4名) 4 55

3 ・消防本部・署庁舎増築(688.91㎡)

4 ・福岡県救急医療情報FAX設置

・訓練塔(補助塔)完成

6 ・司令車(トヨタクラウンバン)購入 1 54

11 61

4 ・福岡県消防学校第81回初任教育入校(4名) 5 2 57

10 ・福岡県消防学校第82回初任教育入校(4名) 4 61

11 ・16m級屈折梯子自動車購入(日野)

3 ・消防庁長官表彰｢竿頭授｣受章 1 60

・訓練場拡張のため用地取得(1,655㎡)

3 ・査察車(三菱ミニカ)寄贈(粕屋南部農協)を受ける

10 ・化学車Ⅱ型(三菱)購入

・総合気象観測装置設置(日本エレクトロニック)

12

昭和50年

(1975年)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

・救急車(トヨタハイエース)寄贈(日本損害保険協会)

を受ける

昭和51年

(1976年)

昭和52年

(1977年)

・ポンプ車（BD-1）寄贈(日本損害保険協会)を

受ける

昭和58年

(1983年)

・救急車(日産キャラバン)寄贈(山之内製薬)を

受ける

(1980年)

・救急車(日産キャラバン)寄贈(福岡県共済連)を

受ける

昭和56年

(1981年)

昭和57年

(1982年)

昭和53年

(1978年)

・マイクロバス(日産シビリアン)寄贈(福岡若杉ライ

オンズクラブ)を受ける

昭和54年

(1979年)

昭和55年



11 ・第1回｢防災のつどい｣開催

　　(後に平成2年まで6回実施)

12

6 ・指揮車(三菱デリカ)購入

8 ・消防体制常備化に係る政令希望町村調査

9

2

5 ・中部3町消防常備化に関する関係町長会議

6 1 59

7 ・久山町議会で当消防組合加入について議決

8

・県知事へ組合規約変更について申請

9 ・県知事より組合規約変更について許可 81

・消防署の名称変更

   (南部消防署、中部消防署)

・水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型(三菱)購入

・指揮車(トヨタクラウンバン)購入

10 ・中部消防署設置・実働開始

　(仮事務所：粕屋町大字仲原5番地)

・消防本部及び消防署の設置に関する条例一部改正 11 70

　(1本部2署体制)

2 ・指令装置PD2100設置

・消防・救急無線中継基地局設置

3 ・消防緊急情報システム新設

4 ・福岡県消防学校第93回初任教育入校(11名) 11 81

7 ・査察車(スバルドミンゴ)購入（本部配置） 90

昭和62年

(1987年)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

・粕屋町、篠栗町各町議会で当消防組合加入につい

て議決

(1985年)

昭和61年

(1986年)

昭和59年

(1984年)

昭和60年

(消防庁)

・タンク車Ⅱ型(三菱)購入

・消防本部・署設置市町村を定める政令告示

　(粕屋町、篠栗町、久山町)

・志免町、宇美町、須恵町各町議会で中部3町加入に

伴う組合規約の変更について議決

・粕屋町、篠栗町、久山町より当消防組合加入申し

入れ



2 ・消防本部庁舎増築(178.26㎡) 1 80

・消防本部、南部消防署機材倉庫完成(99.81㎡)

4 ・福岡県消防学校第94回初任教育入校(10名) 10 90

7

11 ・林野工作車(トヨタランドクルーザー)購入

12

1 ・消防公用車(トヨタクラウン)購入 1 89

8 ・中部消防署訓練場用地取得(6,701㎡) 94 1 88

4 ・福岡県消防学校第96回初任教育入校(6名) 6 94

7

8 ・消防本部・南部消防署機材倉庫増築(28.43㎡)

9

12 ・中部消防署・自治会館合同庁舎建設工事着工

4 ・福岡県消防学校第97回初任教育入校(1名) 1 2 93

7 ・連絡車(トヨタマークⅡ)本部配置

9 ・中部消防署新庁舎へ移転・開署 100

10 ・中部消防署・自治会館合同庁舎竣工

11 1 92

4 ・福岡県消防学校第98回初任教育入校(5名) 104 5 97

・司令車(トヨタマークⅡ)購入　本部配置

10 ・救助工作車Ⅱ型(三菱)購入　中部消防署配置

12

平成3年

(1991年)

・救急車2B型(日産キャラバン)寄贈(福岡県共済連)を

受ける　中部消防署配置

・第1回屋内消火栓・消火器操法大会実施

   (後に毎年実施)

・組合議会定例会において中部消防署・自治会館

庁舎併設について承認

・化学車Ⅱ型(三菱)寄贈(日本損害保険協会)を

受ける。中部消防署配置

・救急車2B型(トヨタ)寄贈(日本損害保険協会)を

受ける。南部消防署配置

平成2年

(1990年) ・糟屋郡自治会館組合より中部消防署・自治会館

庁舎併設について申し入れ

・中部消防署・自治会館合同庁舎用地拡張のため

用地取得(1,769㎡)

平成元年

(1989年)

・マイクロバス(三菱ローザ)購入　本部配置

平成4年

昭和63年

(1988年)

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

年 月 消防組合の動き

(1992年)



3 ・消防本部・南部消防署庁舎増築(275.66㎡)

4 ・福岡県消防学校第99回初任教育入校(4名) 7 104

6 ・査察車(トヨタマークⅡ)購入　中部消防署配置

9 ・幼年消防クラブ結成 108

10 ・福岡県消防学校第100回初任教育入校(3名) 1 103

4 ・救急車2B型(日産キャラバン)購入

　南部消防署配置

・福岡県消防学校第101回初任教育入校(4名) 4 107

2 ・救急車2B型(日産キャラバン)購入　

   中部消防署配置

・阪神・淡路大震災に出動

4 ・査察車(トヨタカローラ)購入　中部消防署配置 4 111

・福岡県消防学校第102回初任教育入校(4名)

5 116

10 ・緊急消防援助隊(救助小隊)消防庁登録

12 ・中部消防署・自治会館用地拡張のため用地取得

   (3,019㎡)

3 ・中部消防署用地拡張工事完了(3,019㎡) 1 110

4 ・査察車(トヨタスプリンター)購入　本部配置 5 115

・福岡県消防学校第103回初任教育入校(5名)

5 ・救急救命士国家試験合格(第1号)

6

10 ・消防職員委員会施行

1 ・高規格救急車(日産パラメディック)購入　 120

   南部消防署配置

4 ・3部制交替勤務体制施行 1 116

・福岡県消防学校第104回初任教育入校(1名)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成5年

(1993年)

(1997年)

平成6年

(1994年)

平成7年

・防災指導車(トヨタマークⅡ)寄贈(粕屋南部地域防

災協会)を受ける　本部配置

平成9年

(1995年)

平成8年

(1996年)

・ガルーダ・インドネシア航空機炎上事故に応援

   出動し、運輸大臣、消防庁長官より感謝状授与



1 ・救助工作車Ⅲ型(日野)購入　南部消防署配置

3 ・第19回消防職員意見発表会 1 115

   （アザレアホール須恵）

4 ・福岡県消防学校第105回初任教育入校(4名) 4 119

5

9

2 ・高規格救急車(トヨタ)寄贈(篠栗町南蔵院)を受ける

3 ・第20回消防職員意見発表会（クリエイト篠栗） 124

4 ・福岡県消防学校第106回初任教育入校(1名) 1 120

7 ・組合規約一部変更

  （H12年度、休日診療所開設に伴う変更）

2 ・指揮調査車(トヨタ)購入　南部消防署配置

3 ・第21回消防職員意見発表会（志免町民センター） 2 118

・救急車2B型(日産)寄贈(日本消防協会)を受ける

4 ・福岡県消防学校第107回初任教育入校(4名) 4 122

12 ・指揮調査車(三菱)購入　中部消防署配置

1 ・タンク車(三菱)購入　南部消防署配置 128

3 ・第22回消防職員意見発表会（粕屋町中央公民館）

4 ・福岡県消防学校第108回初任教育入校(2名) 2 124

2 ・消防本部、南部消防署庁舎増築(93㎡)

3 ・第23回消防職員意見発表会（宇美町中央公民館） 1 123

・40m伸縮水路付梯子車購入　南部消防署配置

4 ・福岡県消防学校第109回初任教育入校(4名) 4 127

8

10 ・消防公用車(トヨタクラウン)購入　本部配置

11 ・タンク車Ⅱ型(三菱)購入　中部消防署配置

(1998年)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成10年

平成11年

(1999年)

・粕屋南部消防組合消防本部創立25周年、自治体

消防発足50周年記念式典

・化学車(三菱)寄贈(日本損害保険協会)を受ける

　南部消防署配置

平成12年

(2000年)

平成14年

(2002年)

・ミニバイク5台(ホンダ)の寄贈（かすや南ライオン

ズクラブ）を受ける

平成13年

(2001年)



　

1 ・高規格救急車(トヨタハイメディック４WD)購入 138

　南部消防署配置

3 ・第24回消防職員意見発表会（レスポアール久山）

9

・支援車(トヨタコースター)購入　本部配置

1 ・化学車(三菱)購入　中部消防署配置

3 ・第25回消防職員意見発表会（志免町民センター） 1 125

4 ・福岡県消防学校第111回初任教育入校(6名) 6 131

7 ・本部・南部消防署新庁舎建設起工式

3 ・第26回消防職員意見発表会（クリエイト篠栗）

・福岡県西方沖地震（M7）3月20日10時53分発生

4 ・福岡県消防学校第112回初任教育入校(4名) 4 135

6 ・本部・南部消防署新庁舎、訓練塔(主塔)完成 2 133

10 ・指令装置(Ⅱ型)運用開始

・本部・南部消防署新庁舎実働開始

3 ・第27回消防職員意見発表会 147

　（アザレアホール須恵）

・本部・南部消防署新庁舎竣工式

・組合規約一部変更(収入役制度廃止)

4 ・福岡県消防学校第113回初任教育入校(5名) 5 138

・緊急消防援助隊(救急小隊)消防庁登録

1 ・高規格救急車(トヨタハイメディック)購入

　中部消防署配置

3 ・第28回消防職員意見発表会（サンレイクかすや） 2 136

4 ・福岡県消防学校第114回初任教育入校(5名) 5 141

1 ・高規格救急車(トヨタハイメディック)購入

　南部消防署配置

3 ・第29回消防職員意見発表会（宇美中央公民館） 1 140

4 ・福岡県消防学校第116回初任教育入校(4名) 4 144

6 ・消防公用車(トヨタクラウン)競売売却

12 ・高規格救急車(トヨタハイメディック)購入

　中部消防署配置　空港環境整備協会助成

年 月 消防組合の動き

平成16年

(2004年)

平成17年

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成15年

(2003年)

・心肺蘇生法訓練人形の寄贈(若杉ライオンズクラブ)

を受ける

(2005年)

平成18年

平成19年

平成20年

(2006年)

(2007年)

(2008年)



3 ・第30回消防職員意見発表会（レスポアール久山） 3 141

4 ・福岡県消防学校第118回初任教育入校(3名) 6 147

10 ・福岡県消防学校第119回初任教育入校(3名)

1 ・高規格救急車（日産パラメディック）購入

　南部消防署配置　空港環境整備協会助成

3 ・第31回消防職員意見発表会（志免町民センター） 3 144

・本部連絡車更新（日産セレナ）

4 ・福岡県消防学校第120回初任教育入校(3名) 3 147

2 ・救助工作車Ⅱ型（日野自動車）更新

　中部消防署配置

3 ・第32回消防職員意見発表会（クリエイト篠栗） 2 145

・東日本大震災発生　緊急消防援助隊派遣

4 ・福岡県消防学校第122回初任教育入校(2名) 2 147

8 ・中部査察車(トヨタノア)更新

10 ・マスコットキャラクター「かすにゃん」誕生

1 ・南部査察車(トヨタノア)更新 150

3 ・第33回消防職員意見発表会（宇美町中央公民館） 2 145

4 ・福岡県消防学校第124回初任教育入校（5名） 8 153

・緊急消防援助隊(後方支援小隊)消防庁登録

10 ・福岡県消防学校第125回初任教育入校（3名）

2 ・予防査察車（ホンダＮボックス）更新 159

3 ・第34回消防職員意見発表会（サンレイクかすや） 5 148

4 ・福岡県消防学校第126回初任教育入校（10名） 15 163

10 ・福岡県消防学校第127回初任教育入校（5名）

・化学車（日野自動車）購入　南部消防署配置

2 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入 162

　中部消防署配置

3 ・第35回消防職員意見発表会（クリエイト篠栗） 5 158

4 ・福岡県消防学校第128回初任教育入校（7名） 10 168

5 ・中部消防署　西出張所用地購入

10 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入

 南部消防署配置　空港振興・環境整備支援機構助成

・福岡県消防学校第129回初任教育入校（3名）

月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成21年

(2009年)

平成22年

(2010年)

平成23年

年

(2011年)

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

平成24年

・防災指導車（トヨタアイシス）寄贈（粕屋南部

地域防災協会）を受ける

(2014年)



　

3 ・第36回消防職員意見発表会（レスポアール久山） 8 160

4 ・福岡県消防学校第130回初任教育入校（5名） 5 165

11 ・中部消防署　西出張所完成

1 ・中部消防署　西出張所実働開始　救急隊配備

2 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入

　中部消防署　西出張所配置

3 ・第37回消防職員意見発表会（志免町民センター） 6 159

・救助工作車Ⅲ型（日野自動車）更新

　南部消防署配置

・消防救急デジタル無線運用開始

4 ・福岡県消防学校第132回初任教育入校（5名） 5 164

・平成28年熊本地震発生　緊急消防援助隊派遣

1 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入 169

　中部消防署配置

・タンク車（日野自動車）購入　南部消防署配置

・指揮調査車（トヨタハイメディック）購入

　中部消防署配置

3 ・第38回消防職員意見発表会 3 161

　（須恵アザレアホール）

4 ・福岡県消防学校第133回初任教育入校（8名） 8 169

7 ・九州北部豪雨県応援協定に基づき応援出動

11 ・福岡都市圏消防共同指令センター運用を開始

1 175

　南部消防署配置

2 ・タンク車（日野自動車）購入　

　中部消防署　西出張所配置

3 ・第39回消防職員意見発表会（宇美町中央公民館） 1 168

4 ・福岡県消防学校第134回初任教育入校（７名） 7 175

7 ・平成30年７月豪雨（広島県）に緊急消防援助隊

　派遣

(2016年)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成27年

(2015年)

平成28年

平成30年

(2018年)

平成29年

(2017年)

・高規格救急車タイラーⅡ号（トヨタハイメディッ

ク）寄贈（志免町在住者）を受ける



　

3 ・第40回消防職員意見発表会（サンレイクかすや） 176 3 172

4 ・福岡県消防学校第135回初任教育入校（4名） 4 176

3 ・第41回消防職員意見発表会 181 4 172

　（粕屋南部消防組合消防本部）

4 ・福岡県消防学校第136回初任教育入校（8名） 8 180

7 ・令和２年７月豪雨災害（熊本県）に緊急消防援助

　隊派遣

3 ・第42回消防職員意見発表会 187 6 174

　（粕屋南部消防組合消防本部）

4 ・福岡県消防学校第 137 回初任教育入校（5 名） 5 179

11 ・支援車（日野自動車）購入　南部消防署配置

1 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入

　南部消防署配置

3 ・第43回消防職員意見発表会

　（粕屋南部消防組合消防本部）

4 ・福岡県消防学校第 138回初任教育入校（8 名） 8 187

11 ・高規格救急車（トヨタハイメディック）購入

　中部消防署　西出張所配置 1 186

3 ・第44回消防職員意見発表会 202 5 181

　（粕屋南部消防組合消防本部）

4 ・福岡県消防学校第 139 回初任教育入校（7 名） 7 188

5 ・緊急連絡車（トヨタハイラックス）購入　

6 ・化学車（日野自動車）購入　

　中部消防署配置

10 ・粕屋南部消防組合創立50周年

3 ・第45回消防職員意見発表会 2 186

　（粕屋南部消防組合消防本部）

4 ・福岡県消防学校第 140 回初任教育入校（11 名） 11 197

(2019年)

年 月 消防組合の動き

人事状況

条例

定数
採用 退職 実員

平成31年

令和2年

(2020年)

令和3年

(2021年)

令和6年

(2024年)

令和4年

(2022年)

令和5年

(2023年)
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